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舞台は二つのエリアに分かれている。
奥が高いエリア（高台）。手前が低いエリア。
高台は五人ほどが横に並べればよく、奥行きは必要ない。
二つのエリアは完全に分断され、行き来することはできない。
低いエリアの前方、中央に椅子がひとつ。
中央の椅子には憲法が座る。
その周囲に椅子が並んでいる。
【１】改憲議論
暗闇。
舞台中央に「日本国憲法」現れる。
【1】
憲法　私は日本国憲法です。六七歳です。すみません、座らせていただきます。（座る）年寄りに見えますか。そうでしょうね。でも、イギリスでは八〇〇年前に作られたマグナカルタが現在の憲法の前文に残っているし、フランスでも二〇〇年前の人権宣言が憲法の原則として生きている。私などまだまだ若造なんですがね……。
憲法の横に、「あたらしい憲法のはなし」が登場する。
【2】
はなし　お久しぶりです。
【3】
憲法　おや、どこかでお会いしたような。
【4】
はなし　「あたらしい憲法のはなし」です。中学一年生の社会科の教科書でした。
【5】
憲法　ああ、私が公布された翌年に作られた。とてもいい教科書だったのに、五年で姿を消してしまった。……今日のために帰って来てくれたんですね。
【6】
はなし　憲法を紹介するのが仕事ですから。
【7】
憲法　（喜んで）でしたね。
【8】
はなし　憲法とは、国でいちばん大事な規則、すなわち「最高法規」です。憲法の中には、だいたい二つのことが記されています。その一つは、国の治めかた、国の仕事のやりかたをきめた規則です。もう一つは、国民の一番大事な権利、すなわち「基本的人権」をきめた規則です。また、この憲法にはこれからは戦争を決してしないという、大切なことが決められています。
【9】
憲法　ありがとう。でも、こうやって紹介していただくのも、これが最後かもしれない。
【10】
はなし　そんなこと言わないでください。これからじゃないですか。
安倍総理の声がする。
【11】
安倍の声　戦後レジームからの脱却を成し遂げるためには憲法改正が不可欠です。
憲法とはなし、声のする方を見る。
高台に、安倍総理が登場している。
安倍総理の目には観客が、自分を支持する群衆に見えているようだ。
【12】
安倍　第九十六代内閣総理大臣を拝命いたしました、安倍晋三（あべしんぞう）です。現行の憲法は、日本が占領されている時代に制定され、現実にそぐわないものとなっています。私は、今こそ、私たち自身の手で、二十一世紀にふさわしい日本の未来の姿あるいは理想を憲法として書き上げていくことが必要と考えています。
群衆からの盛大な拍手。
高台、下手から自民党改正案１～３が登場する。
【13】
改正案１　私たち、自民党憲法改正草案です。
【14】
改正案２　世界の国々は、時代の要請に即した形で憲法を改正しています。しかし、日本は戦後一度として改正していません。
【15】
改正案３　憲法は時代の流れに応じて適切に変える必要があるんですね。
群衆からさらに盛大な拍手。
憲法、肩を落とす。はなし、励ますように寄り添う。
客席通路から女性の声。
【16】
ベアテ　憲法は古くなってなんかいませんよ。
ベアテの姿が客席通路に浮かび上がる。
【17】
ベアテ　ベアテ・シロタ・ゴードンです。憲法の草案づくりに携わりました。
【18】
憲法　ベアテ！　（と、立ち上がる。）
【19】
ベアテ　この憲法が長く続いたのには理由があるのです。それは、日本人にとってプラスだったからです。どこが、どう古くなっているのか説明できますか？　「長く続いた」というだけで、価値がないのでしょうか。
【20】
憲法　（安倍に）そう。私のどこが悪いんですか。
安倍総理、群衆にむけて演説を続ける。
ベアテ、舞台へ向かう。
【21】
安倍　まず成立過程に大きな問題があります。日本が占領下にあった時、ＧＨＱ司令部から「憲法草案を作るように」と指示が出て、起草委員会が草案づくりに取り組んでいました。ところがその草案が新聞にスクープされ、その内容を見たマッカーサー司令官が激怒してしまった。それで「日本人には任すことができない」ということで、ホイットニー民政局長にＧＨＱ憲法草案を作るように命令したのです。
客席通路にダワーが登場する。
【22】
ダワー　歴史学者のジョン・ダワーです。実際、起草委員会が作成した草案はうわべだけの改憲案でした。主権は依然として天皇にありました。軍部の力をほんの少し弱めてはありましたが、中央集権的な立憲君主制を否定するものではなかったのです。
ダワー、舞台へ向かう。
【23】
安倍　草案づくりには憲法学者も入っておらず、国際法に通じた専門家も加わっていない。ニューディーラーと呼ばれた進歩的な若手のＧＨＱスタッフによって十日間そこそこという短期間で書き上げられたものなんです。
舞台に到着するダワー、ベアテと共に証言を続ける。
【24】
ベアテ　憲法の草案づくりに携わった民政局の職員たちは、軍服を着た人もいましたが、本職は弁護士、大学教授、ジャーナリスト、医師、実業家などで、幅広い分野の人材が揃っていました。私は二二歳でした。
【25】
ダワー　彼らは、アメリカの憲法だけでなく、世界中の憲法を研究した。そして、規範となる理想的な憲法はどんなものか議論を重ねたんです。
【26】
ベアテ　何かを参考にしなければならないと思い、ジープに乗っていろんな図書館を探しました。ドイツのワイマール憲法とソビエトの憲法とスカンジナビアのいろんな国の憲法。ヨーロッパの憲法には、基本的な自由だけじゃなくて女性のために社会福祉の権利も入っていたんです。
客席通路に丸山が登場する。
【27】
丸山　丸山眞男（まるやままさお）です。ＧＨＱ草案に基づく憲法草案が発表された時の東大の憲法研究委員会、いまでも覚えてます。横田先生が「大賛成だ、この案は。いま大事なのは人民主権の原則を確立しておくことだ。これ、大賛成だ。」といっていた。あれ、いまでも覚えてるんだ。
【28】
安倍　連合軍の最初の意図は、日本が二度と列強として台頭することのないよう、その手足を縛ることにありました。
【29】
改正案１　日本国の主権が制限された中で制定された憲法には、国民の自由な意思が反映されていません。
【30】
改正案２　つまり「押しつけ」られた憲法なんです。
【31】
安倍　国の骨格は、日本国民自らの手でつくりださなければなりません。そうしてこそはじめて、真の独立が回復できるのです。
【32】
ベアテ　確かにこの草案はＧＨＱが提示したものです。でも、いい憲法でしょう。日本の進歩的な男性と少数の眼ざめた女性たちは、十九世紀から国民の権利を望んでいました。また、女性は参政権のために運動もしていました。この憲法は、国民の意思を形にしたものだったので、多くの国民に歓迎されたんです。
客席通路に鶴見が登場する。
【33】
鶴見　でもね、英文の方がもっとよかった。鶴見俊輔（つるみしゅんすけ）です。翻訳する前の草案には「オール・ナチュラル・パーソンズが尊重されるべきだ」という文言が入っていた。その生まれによって、何人（なんぴと）も差別されず、尊重されるという、素晴らしい精神なんだ。でも、削られた。これは世界を前に進める偉大な知恵だったんだ。
【34】
丸山　主権在民を謳ったマッカーサー草案は、それまでの支配層にとって想像を絶する困惑だったんですよ。まさに彼らにとっては「押しつけ」なんです。憲法というのが地に着いて、より良く改めていこうというんじゃなくて、支配層にとっては不自然な憲法が続いているわけです。改憲とは、大日本帝国憲法を手直しするくらいのところが彼らの本音なんですね。
【35】
安倍　自主憲法制定はわが党の党是（とうぜ）であります。
群衆の盛大な拍手が聞こえる。
【36】
憲法　（安倍に）あなたは私をどうしたいんですか。
ベアテ、ダワー、丸山、鶴見、椅子に座る。
以下、低いエリアに登場する人は、台詞が終わると椅子に座っていく。
【２】日本国憲法　第三章「国民の権利及び義務」
【37】
安倍　私は人権に関する規定も、我が国の歴史、文化、伝統を踏まえたものであることが必要だと考えます。
【38】
憲法　日本国憲法第三章第十一条、国民は、すべての基本的人権の享有（きょうゆう）を妨げられない。この憲法が国民に保障する基本的人権は、侵すことのできない永久の権利として、現在及び将来の国民に与へられる。
【39】
はなし　人間らしい生活には、必要なものが二つあります。それは「自由」と「平等」です。この自由と平等は、みなさんの権利です。
高台、上手から櫻井よしこが登場する。
【40】
櫻井　櫻井よしこ（さくらいよしこ）です。日本国憲法第三章を読んでみるとすごく変な気持ちになります。ここに書かれていることってほんとに日本人なのかなって、そう思わざるを得ません。「あなたにはこういう権利があります、こういう自由があります」ということがたくさん書かれています。でも私たちは大人になれば、権利と自由の裏側には責任と義務が無ければならないと知っています。でも日本国憲法第三章には、責任と義務はほとんど出てきません。権利や自由はもちろん大事ですけれど、そうしたものばかりを主張するのは私たち日本人の価値観ではなかったはずです。
【41】
伊藤　待ってください。弁護士の伊藤真（いとうまこと）です。憲法は国民の責任を規定するものじゃない。憲法は政治家、官僚、裁判官、自治体の知事、公務員の皆さん、そういう人たちが守らなければいけない法なんです。国民は彼らに憲法を守らせる責任があるだけです。
【42】
憲法　第十二条、この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断（ふだん）の努力によつて、これを保持しなければならない。又、国民は、これを濫用（らんよう）してはならないのであつて、常に公共の福祉のためにこれを利用する責任を負ふ。
【43】
座り込みの女性　辺野古（へのこ）で新基地建設に反対してカヌーに乗っています。憲法の中にある、不断（ふだん）の努力ってことをいま実践しているんだろうと思います。国民の不断（ふだん）の努力によって権利を守っていかなければいけないんだ。
【44】
はなし　幸福の概念は人それぞれ違うし、一人ひとりが自らの意思で決定するものです、国家は、一人ひとりが幸福を追求しようする権利を最大限尊重しなくてはいけません。
【45】
憲法　第十三条、すべて国民は、個人として尊重される。生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利については、公共（こうきょう）の福祉に反しない限り、立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。
【46】
改正案２　その「公共の福祉」という言葉ですが、ちょっとわかりにくいので、自民党改正草案では「公益（こうえき）及び公（おおやけ）の秩序」に変えようと思います。
【47】
はなし　待って。「公益及び公の秩序」ってどういう意味ですか。
【48】
改正案３　「公益」とは「公の利益」、国民全体の利益のことです。「公の秩序」とは「社会秩序」のこと。つまり、平穏な社会生活のことです。この二つはセットなんですよ。
【49】
はなし　何でそう変えるんですか？
【50】
改正案３　公共の福祉よりわかりやすいでしょ。
【51】
伊藤　それじゃ意味が違う。「公共の福祉」というのは、個人の権利と個人の権利がぶつかり合ったとき、どうするかという調整の原理です。たとえばある芸能人が、フライデーされてしまった。出版社にとって、出版は表現の自由です。芸能人はプライバシーがあるから出版を差し止めたい。プライバシーの権利です。こういう場合、表現の自由を制限するのは、公の利益や社会秩序ではなくて、個人の人権でしかありえない。なぜなら「個人」が一番大切だからです。「個人の人権」を最高と考えるなら、それを制限するのも「個人」以外にありえないはずですよね。
【52】
改正案１　そういう解釈をする方がいるので、基本的人権を制約できるのは、「個人の人権」に限られるものではないっていうことを明確にしたわけです。
【53】
はなし　国家権力が「個人の人権」を制約するんですか。
【54】
改正案２　別に「反国家的な行動を取り締まる」っていう意味じゃありませんよ。
【55】
はなし　十二条と十三条は、すべての人権について書いている。それを書き換えたら、すべての人権を「公益（こうえき）及び公（おおやけ）の秩序」で縛ることになります。
【56】
伊藤　文化や芸術、思想や言論というものは、既存の概念を乗り越えていくものでしょう。すべての人権が「公益及び公の秩序」の下でしか認められないということになれば、文化や思想の発展が失われてしまう。国家的な損失ですよ。
【57】
はなし　表現の自由はどうなるんですか？
【58】
憲法　第二十一条、集会、結社（けっしゃ）及び言論、出版その他一切の表現の自由は、これを保障する。
【59】
改正案３　もちろん、保障します。
【60】
改正案１　公益や公の秩序を害さない限りね。
【61】
宮城　宮城康博（みやぎやすひろ）です。辺野古（へのこ）では新基地建設に反対する市民が海に出て、抗議行動を続けています。これは「表現の自由」の行使です。私たちの抗議行動は、「表現の自由」として憲法に保障されている。しかし国側は、おびただしい数の船舶、海上保安庁の巡視船、ゴムボート、ヘリを出動させ、わずか数隻の漁船とカヌーに乗って抗議する市民を威嚇し、危険な外海に追いやろうとする。彼らは安全確保のためというが、抗議行動を妨害したいのはあきらかだ。もしも憲法が改正され、あらゆる反対運動が「公の秩序を害する活動」だということになれば、妨害行為が正当化されて、「表現の自由」を主張することすらできなくなってしまう。
【62】
石破　自民党の石破茂（いしばしげる）です。国民が何を思い、どんな思想を持とうと自由かもしれないが、それは社会とは離れたところで願いたい。公共の場に個人の思想を持ち出されては困る。
【63】
憲法　私が保障しているのは公共の場に個人の思想を持ち出す自由です。それが国を作る。
【64】
はなし　憲法は、個人の権利を、国家権力から守り、国を作るためにあるんです。いま世界では、時代とともに新しい人権の概念が次々と生まれ、アメリカの憲法ですらその流れから取り残されています。女性の権利や移動の権利、教育の権利なども明記されていない。それに比べて日本の憲法は、六七年も前から世界で主流となった人権の上位一九項目を全て満たしています。信教（しんきょう）の自由。
【65】
憲法　第二十条、信教の自由は、何人に対してもこれを保障する。
【66】
はなし　表現の自由。
【67】
憲法　第二十一条、集会、結社（けっしゃ）及び言論、出版その他一切の表現の自由は、これを保障する。
【68】
はなし　平等の保障。
【69】
憲法　第十四条、すべて国民は、法の下（もと）に平等であって、人種、信条、性別、社会的身分又は門地（もんち）により、政治的、経済的又は社会的関係において、差別されない。
【70】
はなし　不当逮捕、拘束の禁止。
【71】
憲法　第十八条、何人も、いかなる奴隷的拘束（どれいてきこうそく）も受けない。
【72】
はなし　団結権。
【73】
憲法　第二十八条、勤労者の団結する権利及び団体交渉その他の団体行動をする権利は、これを保障する。
【74】
はなし　女性の権利。
【75】
憲法　第二十四条、婚姻は、両性（りょうせい）の合意のみに基いて（もとづいて）成立し、夫婦が同等の権利を有することを基本として、相互の協力により、維持されなければならない。
【76】
はなし　移動の自由。
【77】
憲法　第二十二条、何人（なんぴと）も、公共の福祉に反しない限り、居住、移転及び職業選択の自由を有する。
【78】
はなし　教育の権利。
【79】
憲法　第二十六条、すべて国民は、法律の定めるところにより、その能力に応じて、ひとしく教育を受ける権利を有する。
【80】
はなし　そして、生存権。
【81】
憲法　第二十五条、すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。
【82】
はなし　日本国憲法は、人権に重きを置いた最先端の憲法です。……ただ、その内容が政治にどれだけ反映されているかは別の問題です。
【83】
伊佐　私は国に訴えられました。伊佐（いさ）といいます。沖縄本島の北部、東村（ひがしそん）高江（たかえ）に住んでいます。米軍のヘリパッドが村を囲むように六個も作られることを知って他の住民と一緒に座り込みを始めました。憲法によって保障されている「表現の自由」です。ところが、国は座り込みをしていることが通行妨害だとして私たちを訴えたんです。
【84】
憲法　国に。なぜ。
【85】
加藤　弁護士の加藤（かとう）です。高江（たかえ）住民の弁護をしました。住民は説明を求めただけです。市民活動として当然の権利である表現の自由を、国は、すべて妨害であるとしてきました。このように国や大企業が住民運動の萎縮（いしゅく）を狙って起こす訴訟のことをスラップ訴訟といいます。高江の人々は、「この裁判で負けて、このような嫌がらせが憲法に違反していないという判例を作ってしまったなら、声を上げることも、他のどんな運動も出来なくなってしまう。」と、闘ってきました。しかし最高裁は上告（じょうこく）を棄却（ききゃく）。伊佐（いさ）さんに対し通行妨害禁止を命じた一審判決が確定した。
【86】
憲法　国が人々の生活を守らなくなったとき、自由と平等を制限し始めたとき、基本的人権を尊重しなくなったとき、平和は死ぬ。
【87】
雨宮　雨宮処凛（あまみやかりん）です。今の日本には、生存権を脅かされている人たちが、「希望は戦争」と言い出してしまうような状況があります。
【88】
憲法　第二十五条、すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。
【89】
雨宮　今のフリーターはフルタイムで働いても月収一二万円くらいです。非正規雇用（ひせいきこよう）でいつづける限り収入は変わらないので、未来に希望が持てない。そこに、自衛隊の勧誘の人が近寄ってくる。「二七歳までだったら再チャレンジできる。人生をやり直せる。」「年収がこれこれで、資格も取れる」とか、そういうことを言う。それで実際勧誘された男性が自衛隊に入ったことがありました。日本でもアメリカのように貧困層が増えて、派遣会社からイラクに送られることもありえない話ではないように思います。貧困や格差の問題は戦争と切り離せません。一定数の若者が人間らしい扱いをうけず未来に希望をもてなくなっている。それはすごく危険です。やはり軍事費を削って、生存のほうに回すのは当たり前のことだと思います。日本であまり餓死はないと言われがちですが、日本でも多くの人が餓死でなくなっています。少なくとも餓死しないとか、ホームレスにならないとか、そういうことが政治の最低限の役割だと思うのです。命の重さが人によって違うというのは、戦争になるとモロに出る。戦争は常に貧しい人たちを必要とするのです。
【90】
憲法　私はそれを防ぐためにいるのではなかったか。
【91】
国会前に行った学生１　二〇一三年十二月六日、安倍政権は特定秘密保護法を可決しました。多くの人達が反対の意志を表明してたのに、ものすごく短い審議時間で強行採決。私はいてもたってもいられず国会前に行きました。
【92】
国会前に行った学生２　私も国会前に行きました。いっしょに集まった大勢の人たちと声が枯れるまで、「秘密保護法絶対反対」と叫びました。だけど、その声は届かず、法案は可決。その瞬間、目の前にある国会がとても遠くに見えました。
【93】
改正案１　私たち特定秘密保護法です。
【94】
はなし　え、自民党改正草案じゃないの？
【95】
改正案２　憲法改正がなかなか進まないので、特定秘密保護法を先に制定することにいたしました。特定秘密保護法は、憲法第二十一条改正の先取りなんですね。
【96】
改正案３　特定秘密保護法は、「防衛、外交、テロ防止、スパイ防止」の四分野の情報のうち「秘密にすることが必要である」として指定された「特定秘密」について、取扱者（とりあつかいしゃ）の適正評価の実施や、漏洩（ろうえい）した場合の罰則などを定めた法律です。
【97】
若い弁護士　ちょっと待った。「特定秘密保護法」には大きな問題点が四つあります。
【98】
はなし　あなたは。
【99】
若い弁護士　明日の自由を守る若手弁護士の会の若い弁護士です。問題の一つ目は、これが「不特定秘密保護法」になっていて、なにが秘密なのか分からない点。二つ目は、「適性評価」の身辺調査対象が公務員だけではないという点。たとえば自衛隊に何かの機材や商品を納入している業者も「特定秘密」の取扱者となります。実は法案成立前、政府は身辺調査の対象になる人数を見積もりました。するとなんと十万人にもなったんです。しかも審議中はその数を内緒にしていました。三つ目は、ちょっとしたことで市民が犯罪者扱いされる危険があること。そして四つ目ですが、国民の知る権利が著しくそがれ、国民主権の基盤そのものが失われてしまう恐れがあること。国際的な人権基準に照らしても非常識な法律です。事実、国連からも勧告が来ています。
【100】
国会前に行った学生１　本当に、審議を尽くして可決された法案なんだろうか？ 本当に、今ある現行法では補えないんだろうか？ 本当に、たくさんの専門家そして国民が反対しているなかで、無理やりこの秘密保護法というものを行使（こうし）してしまっていいんだろうか？  私は、秘密保護法に反対です。
【101】
国会前に行った学生２　私たちが「ちょっと待ってよ」って、パブリックコメントやデモを含め、様々なアプローチでアクションを起こしたりして、主張してるのに。そういう声に対して反応がなかったり、一方的に理解を求めてきたり、挙げくの果てには「テロ」呼ばわりまでしちゃって聞く耳なんて全然持ってない。なによりまずその態度がおかしいと思う。
【102】
国会前に行った学生１　安倍さーん、ちょっとは私の声を聞いてー。
【103】
国会前に行った学生２　秘密保護法、絶対反対！
【104】
はなし　政府が人々の声を無視して暴走しています。
【105】
憲法　この暴走の先にあるのは……。
【３】日本国憲法　第二章「戦争の放棄」
■九条改憲の内容
【106】
安倍　皆さん、戦後レジームから脱却しましょう。
改正案１～３は、特定秘密保護法から改正案に戻っている。
【107】
安倍　憲法九条の規定は独立国としての要件を欠いています。国を守るために戦わない国民のために、替わりに戦ってくれる国は世界中どこにもありません。日本国民の生命と財産および日本の領土は、日本国政府が自らの手で守らなくてはならないのです。
【108】
憲法　日本国憲法、第九条。第一項。日本国民は、正義と秩序を基調（きちょう）とする国際平和を誠実に希求（ききゅう）し、国権（こっけん）の発動たる戦争と、武力による威嚇（いかく）又は武力の行使は、国際紛争を解決する手段としては、永久にこれを放棄する。
【109】
改正案１　私たち、再び自民党改正草案です。
【110】
改正案２　自民党改正草案。第九条第一項。日本国民は、正義と秩序を基調（きちょう）とする国際平和を誠実に希求（ききゅう）し、国権（こっけん）の発動たる戦争を放棄し、武力による威嚇（いかく）及び武力の行使は、国際紛争を解決する手段としては用いない。
【111】
改正案３　第一項の平和主義これは残しておきます。基本的には変更しません。ただし、ちょこっとだけ文章の整理をしました。
【112】
改正案１　「放棄する」は戦争のみに掛け、「武力による威嚇（いかく）」や「武力の行使」は「国際紛争を解決する手段としては、用いない」としました。
【113】
はなし　日本は、国の力で相手を脅すようなことは、一切しないことに決めたんです。
【114】
改正案１　平和主義は変わりません。
【115】
憲法　第二項。前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない。国の交戦権は、これを認めない。
【116】
改正案２　そこは変えます。第二項。前項の規定は、自衛権の発動を妨げるものではない。
【117】
はなし　自衛権の発動による武力の行使は可能になるんですか。
【118】
改正案３　なります。あ、それから「国防軍」の規定を置きました。
【119】
安倍　我が国の平和と独立並びに国及び国民の安全を確保するため、内閣総理大臣を最高指揮官（しきかん）とする国防軍を保持する。
【120】
はなし　兵隊も軍艦も飛行機も、戦争をするためのものは一切持たないんじゃなかったんですか。
【121】
安倍　自衛隊は海外からは軍として認められています。だからそこをですね、変えていくのは当然であります。
【122】
フィリピンの女性　フィリピンから来ました。私たちは、自衛隊が世界有数の軍隊であると言うことを理解してます。でも、それに対して反対運動をしていますか。自衛隊廃止要求のデモを聞いたことがありますか。本来なら、自衛隊の存在はおかしいと言ってもいいはずです。でもそんなことは言ってない。それは日本も国を守る最低限の軍事力は必要だろうし、日本の憲法が侵略戦争を固く禁じ、歯止めとなっていると知っているからです。
【123】
日高　社会学者の日高六郎（ひだかろくろう）です。九条は加害国、侵略国としての日本が、今後の在り方を国際的に、特にアジアの民衆に誓ったということだと思うんです。僕は中国で生まれて中国で育った。日本人にはアジアの民衆の気持ちを知って欲しい。あの一五年戦争のなかで二千万の人間が死んだ。南京虐殺事件が話題になるけれど、もっと小さい町、小さい村でどんなことが行われたか。アジアの人はみんな見ているわけです。
【124】
フィリピンの女性　私たちフィリピン人の身にもなってほしい。自分たちのおじいさんが殺され、おばあさんがレイプされて、何人もの人が焼き殺されて……その記憶がまだあるんです。それなのに九条をなくす、しかもその背後にはすでに巨大な軍隊がいる。恐怖を感じるなというのは不可能です。
高台、上手側から石破が登場。
【125】
石破　ちょっと、やめやめ。
石破、日高たちを黙らせる。
【126】
石破　石破（いしば）です。侵略戦争を始めるとか、大陸間弾道弾（たいりくかんだんどうだん）を持つとか、誰がそんな事言いましたか。自衛権行使の三要件はきちんと守るんです。国際的なスタンダードです。
【127】
森　ドキュメンタリー作家の森達也（もりたつや）です。言っておくけれど、世界中の軍隊は自衛軍か国防軍だ。侵略のための軍隊などどこも持っていない。イランも中国もイスラエルもシリアも北朝鮮も例外ではない。すべて正式には国防軍。アメリカのペンタゴンの正式名称は国防総省だ。ところがその自衛のための軍隊が、戦争を起こし、自国民と他国民が大勢虐殺される。「平和と独立並びに国及び国民の安全を確保するため」に軍隊を持つことは、戦争の論理から抜け出していない。そう判断したからこそ、敗戦国日本は、「陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない。国の交戦権は、これを認めない。」と九条二項で宣言した。絵空事ではない。リアルなんだ。その二項を失ったら、もはやなんの意味もない。
■解釈改憲
安倍と改正案１～３、なにやらこそこそと相談する。
【128】
改正案１　わかりました。では九条の改正は諦めます。
【129】
はなし　本当ですか。
【130】
安倍　しかし、いかなる事態にあっても国民の命と平和な暮らしは守り抜いていく。内閣総理大臣である私にはその大きな責任があります。
【131】
はなし　え、どういう意味ですか。
【132】
安倍　私はここに「積極的平和主義」の旗を掲げます。
憲法とはなし、ぎょっとして安倍を見る。
【133】
安倍　いかなる国といえども、今や一国のみでは、自らの平和と、安全を守ることなどかないません。日本として、積極的平和主義の立場から、ＰＫＯを始め、国連の集団安全保障措置に対し、より一層積極的な参加ができるよう、私は図ってまいります。
【134】
改正案１　というわけで、二〇一三年十二月四日、日本版ＮＳＣと呼ばれる国家安全保障会議を設置しました。
【135】
はなし　特定秘密保護法に気を取られてる間に……。
【136】
改正案２　国家安全保障会議は、外交・安全保障の司令塔となる機関です。
【137】
改正案３　その初仕事として、我が国として初めての国家安全保障戦略を策定（さくてい）。
【138】
改正案１　さらに同日、国家安全保障戦略を踏まえ、防衛計画の大綱（たいこう）及び中期防衛力整備計画を策定。
【139】
改正案２　さらにさらに、二〇一四年四月には、国家安全保障戦略に基づき、武器輸出三原則に代わる新たな原則として、「防衛装備移転三原則」を策定。
【140】
はなし　ちょっと、ちょっと待って。
【141】
改正案３　これまでの武器輸出三原則では輸出を実質上禁止してきましたが、新しい原則では、一定の条件を満たせば輸出を認める方向に転換します。輸出対象となる国も大幅に拡大され、たとえばイスラエルなどにも輸出できるようになります。
【142】
はなし　他国を攻撃している国に武器を輸出するんですか。
【143】
改正案１　イスラエルは紛争当事国には当たらないでしょう。
【144】
はなし　イスラエルはパレスチナの占領を続け、ガザ地区を封鎖して大規模な空爆を繰り返している。そんな国へも武器が輸出できるなら、事実上どこにだって輸出できるようになる。
【145】
改正案２　でも、日本とイスラエルは準同盟国ですから。
【146】
憲法　武器輸出三原則は、憲法の平和主義に基づく国是（こくぜ）ではなかったのか。
【147】
改正案１　そしていよいよ、憲法九条の解釈改憲を行います。
【148】
憲法　解釈改憲……。
【149】
改正案２　二〇一四年五月。「安全保障の法的基盤の再構築に関する懇談会」略して「安保法制懇（あんぽほうせいこん）」が集団的自衛権の問題について報告書を提出してくれました。
【150】
改正案３　それを元に、七月一日、ついに集団的自衛権の行使を認める閣議決定をしました。
【150B】

改正案１～３　バンザーイ、バンザーイ、バンザーイ！
【151】
柳澤　柳澤協二（やなぎさわきょうじ）です。小泉内閣と第一次安倍政権で内閣官房（ないかくかんぼう）副長官補として、安全保障（あんぜんほしょう）危機管理担当を務めてきました。「日本版ＮＳＣ」「特定秘密保護法」「集団的自衛権」、これがいわば、「安保（あんぽ）版のアベノミクス・三本の矢」というべきものです。日本版ＮＳＣで情報を独占し、特定秘密保護法で、政府の安保（あんぽ）政策がほぼ白紙で通る。そして集団的自衛権で、専守防衛（せんしゅぼうえい）を超えた武力行使が完成してしまうのです。
高台、上手側から岡崎が登場。
【152】
岡崎　自衛隊は戦争する軍隊になりますよ。国が危機にさらされたらやりますよ。国が危機にさらされて自衛隊が戦争しなかったらどうするんですか。
【153】
はなし　あなたは。
【154】
岡崎　岡崎久彦（おかざきひさひこ）です。今回報告書を作成した安保法制懇（あんぽほうせいこん）のメンバーで、安倍首相の外交政策ブレーンでもあります。集団的自衛権はあるけれども、行使できないって言っているのは、世界中でただ一国なんですよ、どんな国でもやっている話なんです、当たり前の話なんです。
【156】
小林　憲法学者の小林節（こばやしせつ）です。集団的自衛権を行使したいなら、それにはきちんとした改憲が必要だ。憲法はそもそも権力者が暴走しないよう拘束するためのもの。あろうことか、最高権力者である首相が憲法をすっ飛ばし、国会と国民を差し置き、憲法の条文からはあり得ない解釈をしようとしている。これは憲法に対する侮辱（ぶじょく）だ。
【157】
岡崎　きちんとってね、じゃあ、あなたやってみてくださいよ。憲法改正やってみてください。三分の二の多数を集めるなんて大変ですよそんなこと。憲法改正ができるならもうとっくに変えていますよ。
【158】
はなし　開き直った。
【159】
半田　東京新聞論説委員の半田滋（はんだしげる）です。二〇一四年二月の衆院（しゅういん）予算委員会で、「憲法解釈の変更で集団的自衛権の行使が容認できるのか」という「内閣法制局（ないかくほうせいきょく）」への質問に対して、安倍首相はこう言った。
【160】
安倍　先ほどから、法制局（ほうせいきょく）の答弁を求めていますが、最高責任者は私です。
【161】
半田　憲法の解釈を国会で示すのは法制局（ほうせいきょく）の役割なはずだ。憲法解釈の問題だからこそ、法制局に答弁が求められたのに、「最高責任者は私だ」と言うのは、ならず者が街を支配して「俺が法律だ」というのに等しい。
低いエリアに座った人々、非難の声をあげる。
【162】
安倍　お静かに！　これは集団的自衛権が現行憲法の下（もと）で認められるのか。そうした抽象的、観念的な議論ではありません。現実に起こり得る事態において国民の命と平和な暮らしを守るため、現行憲法の下（もと）で何をなすべきかという議論であります。
【163】
高橋　これはまさにクーデターとしか言えない！　高橋哲哉（たかはしてつや）です。歴代政権が憲法の擁護義務のもとで認めてきた解釈を一内閣の恣意（しい）で変えてしまう。これが許されるなら、「基本的人権の尊重」「主権在民（しゅけんざいみん）」といった憲法の原則も解釈で変更できることになる。これはナチスが全権委任法（ぜんけんいにんほう）を作り、ワイマール憲法を無力化したやり方だ。
非難の声、一層大きくなる。
憲法、うなだれ、椅子に座る。
■閣議決定の内容。
【164】
安倍　はいはい、皆さん落ち着いて。現行の憲法解釈の基本的考え方は、今回の閣議決定においても何ら変わることはありません。
低いエリアに座った人々、混乱してざわつく。
【165】
改正案１　たしかに、集団的自衛権とは、国際法上、自国（じこく）と密接な関係にある外国に対する武力攻撃を、自国が直接攻撃されていないにもかかわらず、実力をもって阻止することが正当化される権利です。政府としても、憲法がこのような活動の全てを許しているとは考えていません。
【166】
改正案２　今回の閣議決定は、あくまでも国の存立（そんりつ）を全うし、国民の命と平和な暮らしを守るための必要最小限度の自衛の措置を認めたのです。
【167】
改正案３　必要最小限度の集団的自衛権です。
【168】
改正案１　憲法の平和主義を、いささかも変えるものではありません。
【169】
安倍　その通り。海外派兵は一般に許されないという従来からの原則は全く変わりません。外国を守るために日本が戦争に巻き込まれるという誤解があります。しかし、そのようなこともあり得ない。
【170】
小林　嘘だ。小林節（こばやしせつ）です。集団的自衛権というのは、国際法上の概念ではたった一つしか定義がない。それは「同盟国を守るために海外へ派兵する権利」だ。「海外派兵は一切許されない」とか、「戦争に巻き込まれることはない」とか、これは明白な「嘘」じゃないですか。
【171】
改正案２　あくまでも国の存立（そんりつ）を全うし、国民の命と平和な暮らしを守るための必要最小限度の自衛の措置です。
【172】
安倍　そう。例えば、海外で突然紛争が発生し、そこから逃げようとする日本人を米国が救助し輸送しているとき、日本近海において攻撃を受けるかもしれない。我が国自身への攻撃ではありません。しかし、それでも日本人の命を守るため、自衛隊が米国の船を守る。それをできるようにするのが今回の閣議決定です。
【173】
泥　元自衛官の泥憲和（どろのりかず）です。その、日本人を乗せたアメリカ軍の船を守れないって話、まったくのデタラメですからね。米軍が日本人を守って避難させるなんてことは、絶対にありません。そのことは、アメリカ国防省のホームページにちゃんと書いてあります。アメリカ市民でさえ、軍隊に余力があるときだけ救助すると書いてますよ。ベトナム戦争の時、米軍は自分だけさっさと逃げ出しました。そのとき、逃げられなかった外国の軍隊がありました。どうしたと思いますか。軍隊が、赤十字に守られて脱出したんです。そういうものなんですよ、戦争というのは。
【174】
安倍　現在、アジアで、アフリカで、たくさんの若者たちがボランティアなどの形で地域の平和や発展のために活動をしています。しかし、彼らが突然武装集団に襲われたとしても、日本の自衛隊は「駆けつけ警護」ができません。日本の自衛隊は彼らを見捨てるしかないのです。これが現実なのです。
【175】
今井　日本国際ボランティアセンターの今井高樹（いまいたかき）です。「紛争国」と呼ばれるスーダンと南スーダンで人道支援活動をしています。市街戦からの緊急退避を経験したことがあります。紛争の現場はそれほど単純なものじゃありません。政府軍と反政府軍がともに民兵を動員して、戦闘が行われていました。彼らは商店や住宅に押し入り、破壊や略奪行為を行い、危険はＮＧＯや国連の施設にまで迫っていました。私たちは国連平和維持軍の救出部隊を待っていました。しかし国連は軍の派遣を躊躇（ちゅうちょ）。最終的に、非武装の救援車両を送り込み、私たちは無事に郊外に退避することができました。軍ではなく非武装の車両による救援が功を奏したのです。国連平和維持軍ですら、戦闘が行われている状況下での救出作戦には極めて慎重であるという現実を、日本政府は受け止めるべきです。
【176】
柳澤　元内閣官房（ないかくかんぼう）副長官補の柳澤協二（やなぎさわきょうじ）です。そもそも「日本人の生命を守るための集団的自衛権」などというものは、本来の集団的自衛権ではない。その具体例を無理に見つけ出そうとしても出てくるわけがない。
【177】
はなし　それじゃ一体なんのために。
■アメリカとともに戦争すること
【178】
柳澤　安倍総理の『この国を守る決意』という本によれば、軍事同盟は『血の同盟』、アメリカが攻撃された時に日本の青年も血を流さないと、完全なイコール・パートナーとは言えない、ということが書いてある。ああ、これなんだ、と思った。この本が書かれたのは、陸上自衛隊がイラクで活動を始めた年だ。安倍さんはアメリカと肩を並べて戦闘に行きたかったのだろう。
【179】
安倍　いえいえ、自衛隊がかつての湾岸戦争やイラク戦争のような戦争で戦闘に参加するようなことは、これからも決してありません。
【180】
はなし　それって戦闘じゃなければアメリカの戦争に参加できるんじゃないですか。この間もイラクやシリアへの空爆に、日本も人道支援で貢献するように求められてましたよね。
【181】
川口　弁護士の川口創（かわぐちはじめ）です。名古屋でのイラク派兵（はへい）差止め訴訟の弁護団事務局長でした。第一次安倍政権の時、安倍首相は、航空自衛隊のイラクでの輸送活動を「人道復興支援（じんどうふっこうしえん）のため」と説明していた。しかしその後、輸送していたものの中心は武器や弾薬、そして武装した米軍兵士だったことが明らかにされた。実際、輸送活動を開始した直後から、バグダッドを中心に掃討作戦（そうとうさくせん）が激化しています。イラクの戦死者も飛躍的に増えました。このことは名古屋高等裁判所の判決で事実認定されたように、米軍の活動と一体化した武力行使でした。
【182】
豊下　関西学院（かんせいがくいん）大学で外交史を教えております。豊下楢彦（とよしたならひこ）と申します。集団的自衛権の狙いが自衛隊を海外に出し、アメリカの軍事活動に参加することだとしたら、アメリカの戦争をきちんと検証する必要があると思います。
【183】
ブッシュ　世界はアメリカ側につくか、テロ側につくかのいずれかだ。
【184】
豊下　これがイラク戦争の時のブッシュ大統領の演説です。
【185】
ブッシュ　われわれは行動を起こす。行動しないリスクの方が大きいからだ。すべての自由な国家に危害を加えるイラクの力は、一年、あるいは五年後に何倍にもなるだろう。この脅威が突然、われわれの空や都市を脅かす前に、われわれは今、脅威が発生する場所で、脅威に立ち向かうことを選択する。
【186】
豊下　ブッシュ政権は、国連決議（こくれんけつぎ）もないまま、個別的自衛権の発動として「イラク攻撃」をはじめました。国連憲章（こくれんけんしょう）五一条では、自衛権の発動要件として「武力攻撃の発生」を挙げています。しかし、当時イラクが「武力攻撃」をかけていないことは明らかでした。そこでブッシュは、イラクに「テロ国家」というレッテルを貼り、将来的には攻撃してくるかもしれない、という論理でもって自衛権を発動した。この論理は明らかに「予防戦争」のそれであり、憲章五一条に反しています。さらに、侵攻の口実とされた大量破壊兵器も結局見つからず、イラク戦争はまさに「不正義で失敗した戦争」と化したのです。
【187】
高遠　高遠菜穂子（たかとおなほこ）です。現代の戦争は「対テロ戦争」。もしそこに同盟国アメリカと行くなら、敵は正規軍ではなく「武装勢力」になりますよね。たとえば、イラク。「武装勢力」と呼ばれる彼らのほとんどが肉親などを残虐に殺された遺族であり、武器を持つ動機は深い絶望の中で抱え続けた憎悪です。残虐な行為に壊されたその心は想像を超える激しさがあります。戦闘でも米軍を追いつめるほどでした。私はそんな「武装勢力」に拘束されました。彼らは私たちが日本人であることを確認してから拉致したのです。武装した自衛隊を「人道復興支援」として送ったことに怒り狂っていたのです。「なぜ！？　なぜ日本軍をイラクに送った？」「なぜアメリカの味方をする？！」アラビア語では、自衛隊にあたる言葉がないのです。「対テロ戦争」を続けた結果、アメリカはどうなったでしょう？　イラクはどうなったでしょう？　若い命を失った分、世界は安全になったでしょうか？　「テロ」は減ったでしょうか？　日本が集団的自衛権を行使することになったら一体どんなことが起こりうるのでしょうか？
【188】
安倍　ですからね、日本人はよく早とちりをするのですが、「できるようにする」ことと「やる」ことの間には大きな差があるんです。集団的自衛権を行使するかしないかは、主体的に判断すればいい。
【189】
豊下　「現実」を見てください！　今や米軍再編（べいぐんさいへん）が行われる中で「国家戦略」レベルまで「日米一体化」が進められようとしているんですよ。国際的にはもちろん、アメリカ国内においてさえイラク戦争は間違いだったと言われているのに、日本は日米同盟に気を遣って「支持」の立場を修正することすらできないじゃないですか。こういう「現実」の中で、アメリカから集団的自衛権の行使を求められて日本が「主体的判断」でもって「ノー」と言えば、どんな事態になると思っているんですか。アメリカからすれば、日本の裏切りですよ。そもそも集団的自衛権の行使にあたって「主体的判断」をするつもりなら、こうした事態を覚悟しておかなくてはならないはずでしょう。
■アフリカでの集団的自衛権行使の可能性
【190】
高林　ちょっといいですか。集団的自衛権の行使は、事実として「米国と共に戦争すること」も可能になりますが、それは全体像の一部に過ぎません。
【】
はなし　あなたは。
【191】
高林　高林敏之（たかばやしとしゆき）です。アフリカ国際関係史を研究しています。安保法制懇（あんぽほうせいこん）の報告書の大半は、「国連のＰＫＯ（ぴーけーおー）および集団的安全保障措置への参加」に割かれている。安保法制懇（あんぽほうせいこん）の報告書では、ソマリアやコンゴでのＰＫＯは、武装集団を軍事制圧する活動であるにもかかわらず、その種の「強化されたＰＫＯ」は「武力行使にあたらない」と大嘘をついている。また、この報告書では、そういった活動から武装集団やテロリストとの戦闘に入る事例が多く想定されている。しかも、これは「治安活動」にすぎず、「国際関係における武力行使」には当たらないという解釈が採られている。つまり、「米国とともに戦争する」のではなく、まさに「我が国の主体的判断」で、「地理的な限定を設けること」なく自衛隊を戦闘に参加させることを、この報告書は提言しているんです。
【192】
はなし　日本の主体的判断で、地理的な限定を設けることなく、戦闘に参加させる。
【193】
高林　ジブチ共和国という国があります。スエズ運河の南に位置し、国連安保理によって制裁措置が取られてるエリトリアや、内戦状態が続くソマリアに接しています。このジブチに日本は自衛隊基地を置いている。
【194】
はなし　自衛隊基地？
【195】
高林　二〇〇九年の「海賊対処法」を根拠に二〇一一年に作られた。しかも、日本政府はジブチ政府との間に地位協定を締結し、これが自衛隊基地にも適用されている。
【196】
はなし　地位協定？　いつの間に。
【197】
高林　正式な「協定」ではなく、「交換公文（こうかんこうぶん）」という行政上の取極めとして行うことで国会での審議を回避したんです。これらの協定や法律によって、ジブチは地理的な制限なく治安出動できる基地となっています。そのジブチが、エリトリア軍、ソマリアの武装勢力、あるいは「海賊」などから攻撃を受けた場合、日本がジブチ政府の「要請」によって「集団的自衛権」を行使すれば、ジブチ軍とともに戦闘に加わったり、武器を供与することが可能になる。この行動に米国の了解はいらない。日本政府の主体的判断でできる。こうした事態こそが、空想ではない、現実的な、集団的自衛権の行使です。そして、安保法制懇（あんぽほうせいこん）のメンバーは、そこまで想定しているからこそ、「地理的制限なき集団的自衛権」を説いているんです。
【198】
岩月　弁護士の岩月浩二（いわつきこうじ）です。日本政府はＮＡＴＯ（なとー）軍との軍事連携を強めている。二〇一四年五月には、連携を強化する新たなパートナーシップ協定に調印。初の実働訓練では、ソマリア沖での海賊対処活動を想定した共同訓練を行うという。一方、ＮＡＴＯはウクライナ情勢を巡って、ロシアと対立する姿勢を強めている。ＮＡＴＯ加盟国が、「密接な関係にある他国」と判断されるなら、集団的自衛権行使の範囲は、世界規模に拡大する。
【199】
憲法　私は戦争を放棄させたんだ……。
憲法、立ち上がる。
【200】
憲法　憲法第九条。第一項。日本国民は、正義と秩序を基調（きちょう）とする国際平和を誠実に希求（ききゅう）し、国権（こっけん）の発動たる戦争と、武力による威嚇（いかく）又は武力の行使は、国際紛争を解決する手段としては、永久にこれを放棄する。第二項。前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない。国の交戦権は、これを認めない。
■憲法九条に書かれていること
【201】
はなし　憲法は、日本が、けっして二度と戦争をしないように、二つのことをきめました。その一つは、兵隊も軍艦も飛行機も、およそ戦争をするためのものは、いっさいもたないということです。これを戦力の放棄といいます。
【202】
幣原　戦後最初の首相を務めた幣原喜重郎（しではらきじゅうろう）です。世界は真剣に戦争をやめることを考えなければならない。そして戦争をやめるには、武器を持たないことが一番の保証になる。軍縮交渉（ぐんしゅくこうしょう）とは形を変えた戦争。平和の名をもってする、別個の戦争であって、円滑（えんかつ）な合意に達する可能性など、初めからないもの。原子爆弾が登場した以上、一刻も早く軍拡競争（ぐんかくきょうそう）を止めなければならぬとわかっていても、それは不可能。集団自殺の先陣争い（せんじんあらそい）と知りつつも、一歩でも前へ出ずにはいられない鼠（ねずみ）の大群と似た光景―それが、軍拡競争の果ての姿。軍縮は不可能である。唯、もし軍縮を可能にする方法があるとすれば、それは、世界が一斉に一切の軍備を廃止することである。一、二、三の掛け声もろとも、すべての国が兵器を海に投ずるならば、たちまち軍縮は完成するだろう。もちろん不可能である。それが不可能なら不可能なのだ。ここまで考えを進めてきたときに、九条というものが思い浮かんだ。要するに世界は今、一人の狂人を必要としているということである。 何人（なんぴと）かが自ら買って出て狂人とならない限り、世界は軍拡競争の蟻地獄から抜け出すことができないのである。これは素晴らしい狂人である。世界史の扉を開く狂人である。その歴史的使命を日本が果たすのだ。
憲法、たったまま動かない。
【203】
はなし　もう一つは、よその国と争いごとがおこったとき、けっして戦争によって、自分の言い分を通そうとしないということを決めたのです。おだやかに相談をして、きまりをつけようというのです。また、戦争とまでゆかずとも、国の力で、相手をおどすようなことは、いっさいしないことにきめたのです。これを戦争の放棄というのです。
【204】
高遠　高遠菜穂子（たかとおなほこ）です。私は「武装勢力」に拘束された時のことを考え続けています。今になって思うのですが、この事件はいうなれば自衛隊を派遣して、九条を突破したことで、私たちは人質にされたといえるのではないかと思っています。そして、なぜ私たちが殺されなかったかといえば、私たち三人がイラクで、戦争放棄、それから丸腰、対話、そしてイラクの人への支援を続けていたことが、武装勢力に認められたからだと思います。私たちは九条の実践を出来ていたんじゃないか、と、そういうふうに思っています。私はこの憲法九条に命を守られたと言えるのではないでしょうか。私はいつも考えてしまいます。私のような体験をする人が、今、この瞬間にも世界のどこかにいるかもしれない。「日本人だろう、お前は」ということで、私よりも危険な目に合う人がもしかしたら出るかも知れない。それはもうごめんです。同じ思いはしてほしくありません。なので、私にとってこの九条というのは重要になりました。とっても重要になりました。
【205】
カーシム　菜穂子（なほこ）。
【206】
高遠　（カーシムと目で挨拶して、客席に）イラクの友人、カーシムです。
【207】
カーシム　イラクではイラク戦争以後、シーア派とスンニ派の対立が激化しています。シーア派の政府軍は「対テロ法」の名の下にスンニ派の粛正（しゅくせい）をしている。アメリカは政府軍に武器を売り、対立を煽っています。一昨年、僕の家にも政府軍の攻撃があり、家が破壊された。ぼくはものすごい怒りを抱えながら、瓦礫（がれき）と化した台所に入りました。するとそこに、一冊の写真集が落ちていました。それは以前、日本に行ったとき、沖縄の伊江島（いえじま）にある阿波根昌鴻（あはごんしょうこう）さんの資料館でもらった写真集でした。阿波根（あはごん）さんは非暴力で米軍の土地接収に抵抗し続けた。その様子をカメラに収めた写真集が、無傷で、そこにあったんです。僕はそれを見たとき、ものすごい怒りがすーっと静まっていくのを感じました。
【208】
ジョイス　息子のジェフはイラク帰還兵（きかんへい）でした。ジェフはこんな話をしていました。精神科医にイラクの道路の障害物のことを話そうと思うと。障害物とは子供たちのことで、海兵隊の車両部隊では、子供がいても止まるな、振り返るなと言われていたのだそうです。ジェフが亡くなったとき、私たちは地下室でメモを見つけました。そこにはこう書いてありました。
【209】
ジェフ　こんな人間になってしまって、本当に恥ずかしい。幸せで、自信をもって、人生を楽しんでいた子供の頃の僕のことだけを覚えていてほしい。
【210】
元自衛官　集団的自衛権が容認されるというので自衛隊をやめました。小学生のころから、かなりの貧困生活でした。「自衛官募集」のポスターを見て、衣食住を保証すると書かれていたので、すぐに飛びついた。給料は家族に仕送りしました。でも、安倍政権になってから、訓練内容が大幅に変わった。人を標的とする訓練が始まりました。もう軍隊としか思えない。人殺しは嫌です。
【211】
チリＮＧＯの女性　チリから来ました。ピノチェト政権の頃、軍に兄を殺されました。チリでは多くの人が自分の国の軍隊に殺されました。私たちは国家の暴力からいかに人々を守るかを常に考えています。そして、この問題は軍隊という存在をどうするかに行き着くのだと思う。軍隊は外国の敵に銃口を向けていると同時に、常に内側、すなわち私たちにも向けているのです。それは軍隊が本質的にもっている属性なんです。
【212】
森　森達也（もりたつや）です。何度でも言う。多くの戦争は自衛の意識から始まる。しかも国家は兵器を持っている。互いに過剰防衛になりやすい。守るつもりが害してしまう。こうして多くの人々が殺害されてきた。その歴史を踏まえてこの国は、武器を持たないと宣言した。確かに自衛の意識をなくすことは不可能かもしれない。でも自衛の手段を制限することはできる。この国は戦後、身をもって世界から戦争を除くための理念を掲げた。不可能に挑戦した。不安と闘いながら世界に理念を示し続けたこの国に生まれたことを、僕は今も、何よりも誇りに思っている。
【４】日本国憲法　第十章「最高法規」
【213】
はなし　まだこれからです。怖いのは、たかが閣議決定ごときで、「憲法が死んだ」などと絶望して、このまま流れに飲み込まれてしまうことです。
低いエリアで椅子に座った人々、はっとしてはなしに注目する。
【214】
はなし　憲法は、国の最高法規です。この憲法に反するものは、法律でも、命令でも、なんでも、いっさい規則として力を持ちません。これも憲法がはっきりきめています。
【215】
憲法　第九十九条、天皇又は摂政（せっしょう）及び国務大臣、国会議員、裁判官その他の公務員は、この憲法を尊重し擁護（ようご）する義務を負ふ。
【216】
はなし　このように大事な憲法は、天皇もこれを守りますし、国務大臣も、国会の議員も、裁判官も、みなこれを守ってゆく義務がある。
安倍、改正案１～３、割って入る。
【217】
安倍　私は、戦後レジームからの脱却を目指します。
【218】
改正案１　自民党改正草案では九十九条を次のように改正します。
【220】
改正案２　全て国民は、この憲法を遵守しなければならない。
【221】
安倍　美しい国、ニッポン！
人々、騒然とする。
【222】
はなし　憲法の役割は国民を守るために、国家権力に歯止めをかけることです。
【223】
伊藤　弁護士の伊藤です。人間の判断は常に正しいわけじゃない。ときに間違いを犯します。国民の多数が熱狂的に戦争を支持した戦前の日本もそうでした。それを避けるために、人間の弱さに着目して、あらかじめ多数の声に歯止めをかけることが必要だと考えられた。その仕組みが憲法なんです。
【224】
はなし　止めなくちゃ。
人々、はなしを見る。
【225】
はなし　私たちには国に憲法を守らせる責任がある。
【226】
憲法　第十二条、この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断（ふだん）の努力によつて、これを保持しなければならない。
【227】
はなし　現実に合わせて憲法を変えたら、現実は変わらない。憲法に合わせて現実を変える。それで未来が変わる。そう信じます。
憲法、はなしを見る。はなし、憲法の目を見て。
【228】
はなし　そう信じています。
【５】日本国憲法　前文
憲法、語り出す。はなし、脇に立つ。
【229】
憲法　日本国憲法、前文。
人々は椅子に座ったまま。
【230】
憲法　日本国民は、正当に選挙された国会における代表者を通じて行動し、
【231】
はなし　われらとわれらの子孫のために、
　　　　諸国民との協和（きょうわ）による成果と、
　　　　わが国全土にわたって自由のもたらす恵沢（けいたく）を確保し、
【232】
憲法　政府の行為によって再び戦争の惨禍（さんか）が起ることのないようにすることを決意し、ここに主権が国民に存することを宣言し、この憲法を確定する。
憲法が前文を読み出すと、人々は席を立ち、憲法の横に並んでいく。
人々が前文を読んでいく。
　　　そもそも国政は、国民の厳粛な信託（しんたく）によるものであって、
　　　その権威は国民に由来し、
　　　その権力は国民の代表者がこれを行使し、
　　　その福利は国民がこれを享受（きょうじゅ）する。
　　　これは人類普遍の原理であり、この憲法は、かかる原理に基く（もとづく）ものである。
　　　われらは、これに反する一切の憲法、法令及び詔勅（しょうちょく）を排除する。
【233】
憲法　日本国民は、恒久（こうきゅう）の平和を念願し、
　　　人間相互の関係を支配する崇高な理想を深く自覚するのであつて、
　　　平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、
　　　われらの安全と生存を保持しようと決意した。
【234】
憲法　われらは、平和を維持し、専制（せんせい）と隷従（れいじゅう）、圧迫と偏狭（へんきょう）を地上から永遠に除去しようと努めてゐる国際社会において、名誉ある地位を占めたいと思ふ。
　　　われらは、全世界の国民が、
　　　ひとしく恐怖と欠乏からまぬかれ、
　　　平和のうちに生存する権利を有することを確認する。
　　　われらは、いづれの国家も、
　　　自国のことのみに専念して他国を無視してはならないのであつて、
　　　政治道徳の法則は、普遍的なものであり、
　　　この法則に従ふことは、
　　　自国の主権を維持し、
　　　他国と対等関係に立たうとする
　　　各国の責務（せきむ）であると信ずる。
【235】
全員　日本国民は、国家の名誉にかけ、全力をあげてこの崇高な理想と目的を達成することを誓ふ。
音楽。
溶暗。
幕
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